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平 成 2 2 年 ３ 月 ４ 日

こども青少年局青少年育成課長

岩 元 隆 道  ＴＥＬ ６７１－２２９７

横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位    
 

 
 

 
 
 
 
                                      
 
 

昨今、職場や地域、そして家族の中でさえ人間関係をうまく築けず、孤立してしまう若者が増えていま

す。それは彼らが、本来であれば、他者と交流しながら自分自身を確立していくはずの思春期と向き合え

なかったからではないか－すなわちティーンエイジャーの時期に友人や家族、教師や地域の大人たちと衝

突・葛藤し、そして共感・共鳴しながら成長していく共同体験を経てこなかったからではないかとも言わ

れています。このシンポジウムでは、なぜ、思春期と向き合えない若者が増えているのかを考え、彼らの

ために大人たちが、今、できることを探ります。 

 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎基調講演「つながる」が苦手な若者たちへの処方箋  

～大人たちが今できることを考える～ 
講師：岩室

いわむろ

 紳也
しんや

氏 

（公益社団法人 地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター センター長 医師） 

 
◎パネルディスカッション   

【コーディネーター】岩室
いわむろ

 紳也
しんや

氏 

【パネリスト】阿部
あ べ

 敏子
としこ

氏（神奈川県警察本部生活安全部少年育成課少年相談・保護センター副所長） 

椛澤
かばさわ

 一彦
かずひこ

氏（横浜市立戸塚高等学校 定時制教員)  

林田
はやしだ

 育
いく

美
み

氏 (都筑多文化・青少年交流プラザ館長) 

水澤
みずさわ

 都加佐
つ か さ

氏（特定非営利活動法人 アスク副代表、ヒーリング＆ 

リカバリーインスティチュート水澤都加佐カウンセリングオフィス所長）

対 象 者 保護者、青少年育成に関わる方など 

 

定  員 ２００名（先着順） 

 

場   所  関内ホール 小ホール （中区住吉町４－４２―１） 

（ＪＲ関内駅北口から徒歩６分、横浜市営地下鉄関内駅９番出口から徒歩３分、みなとみらい線馬車道５番出口から徒歩５分） 

参加方法 下記、必要事項とシンポジウム参加希望を明記の上、FAX：045-663-1926 または 

メール(kd-ikusei@city.yokohama.jp)で事前申込み 

必要事項・氏名（ふりがな込み）・連絡先・住所（市区町村まで）・職業・年代 

 

（連絡先）横浜市こども青少年局青少年育成課 TEL：045-671-2325 

（主 催）横浜市こども青少年局青少年育成課 

（共 催）横浜市健康福祉局こころの健康相談センター、横浜市教育委員会 

※取材対応 当日、受付で職員にお声掛けください。  

３月１１日（木）

1４:00～1６:３0 

参加費無料 

mailto:kd-ikusei@city.yokohama.jp
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